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日本における公共図書館と社会関係資本の関連性──公共図書館と読書のデータから読み解く

本
稿
で
は
、
公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
と
の
関
連
を
検
証
し
た
。
具

体
的
に
は
、
先
行
研
究
を
も
と
に
、
二
つ
の
目
的
に
お
い
て
分
析
を
行
っ
た
。

一
つ
目
は
、
日
本
の
都
道
府
県
デ
ー
タ
を
も
と
に
、「
公
共
図
書
館
」
と
「
社

会
関
係
資
本
」
の
関
連
の
再
検
討
を
試
み
た
。
人
口
千
人
あ
た
り
の
公
共
図

書
館
数
、
人
口
千
人
当
た
り
の
資
料
費
、
登
録
率
、
人
口
を
独
立
変
数
と
し
、

社
会
関
係
資
本
の
指
標
を
従
属
変
数
と
し
て
、
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
二
つ
の
社
会
関
係
資
本
の
指
標
に
お
い
て
、
公
共
図
書
館
の
変
数

が
プ
ラ
ス
の
効
果
と
な
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
二
つ
目
に
は
、「
読
書
」

と
「
社
会
関
係
資
本
」
の
関
連
に
つ
い
て
日
本
の
状
況
を
確
認
し
た
。
こ
の

分
析
で
は
、
二
つ
の
間
に
有
意
な
関
連
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
媒
介
変
数
の
効
果
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
さ
ら
に
全
体
的
な
社

会
関
係
資
本
形
成
の
モ
デ
ル
の
構
築
や
、
質
的
調
査
も
交
え
た
検
証
が
重
要

で
あ
る
。

1
．
は
じ
め
に

図
書
館
は
、「
本
を
読
む
場
」「
本
を
借
り
る
場
」
と
し
て
長
く
社
会
教
育

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
特
に
公
共
図
書
館
で
は
、
戦
後
、
地
域
住
民
に
広

く
平
等
に
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
図
書
の
貸
出
サ
ー
ビ

ス
に
力
点
を
置
い
た
活
動
が
続
い
た
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
図
書
館
と
蔵
書
が

一
部
の
層
に
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
態
を
省
み
、
一
九
六
〇
年
代

以
降
、
広
範
に
わ
た
る
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
目
指
す
と
い
う
背
景
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
通
称
『
中
小
レ
ポ
ー
ト
』
と
『
市
民
の
図
書
館
』
の
影
響
を
受

け
た
展
開
で
あ
っ
た（

（
（

。
戦
前
の
閉
架
中
心
の
シ
ス
テ
ム
は
開
架
中
心
へ
と
移

行
し
、
図
書
館
の
資
料
に
対
す
る
意
識
も
「
保
存
・
保
管
」
中
心
か
ら
「
利

用
」
中
心
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
公
共
図
書
館
は
よ

り
身
近
な
存
在
と
な
り
、
調
査
・
研
究
だ
け
で
な
く
、
楽
し
み
を
目
的
と
し

【
特
集
】

情
報
を
編
む
／
解
く

日
本
に
お
け
る
公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
性
─
─
公
共
図
書
館
と
読
書
の
デ
ー
タ
か
ら
読
み
解
く

長
谷
川
　
幸
代
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て
図
書
館
資
料
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
一
九
五
〇
年
に
公
布
さ
れ
た
「
図
書
館
法
」
の
第
二
条
に
お
い
て
、
図

書
館
と
は
、「
図
書
、
記
録
そ
の
他
必
要
な
資
料
を
収
集
し
、
整
理
し
、
保

存
し
て
、
一
般
公
衆
の
利
用
に
供
し
、
そ
の
教
養
、
調
査
研
究
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
（
以
下
略
）」
と
あ
る
よ

う
に
、
教
養
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ニ
ー
ズ
に
も
幅
広
く
応
え
ら
れ
る
よ

う
な
施
設
へ
と
転
換
を
は
か
っ
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
伝
統
的
な
貸
出
を
中
心
と
し
た
図
書
資
料
の
利

用
か
ら
デ
ジ
タ
ル
情
報
資
源
の
利
用
や
場
の
提
供
等
、
さ
ら
に
多
様
性
を
見

せ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
一
因
に
は
、
情
報
通
信
技
術
の
著

し
い
発
展
と
と
も
に
情
報
収
集
手
段
が
多
様
化
し
、
短
時
間
で
簡
単
に
必
要

な
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
変
化

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
、
政
府
が
掲
げ
る
目

標（
（
（

や
国
際
組
織
で
あ
る
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
の
動
向
に
も
関
係
が
あ
る（

（
（

。
近
年
で
は
、

新
た
な
技
術
の
導
入
だ
け
で
な
く
、
斬
新
な
建
築
様
式
や
イ
ン
テ
リ
ア
を
導

入
し
た
図
書
館
や
カ
フ
ェ
を
併
設
し
て
い
る
図
書
館
、
住
民
の
生
活
上
の
課

題
に
寄
り
添
っ
た
課
題
解
決
型
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
る
図
書
館
等
、
様
々

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
図
書
館
が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。
か
つ
て
「
読
書
の
場
」

だ
っ
た
図
書
館
は
、
今
で
は
形
を
変
え
て
新
た
な
公
共
施
設
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
つ
つ
あ
る
。
教
養
や
娯
楽
の
た
め
の
読
書
は
勿
論
の
こ
と
、
人
々

に
必
要
な
「
情
報
」
を
提
供
す
る
機
能
や
、
資
料
や
情
報
を
利
用
し
た
活
動

の
「
場
」
を
提
供
す
る
と
い
う
新
し
い
試
み
も
加
わ
っ
た
。

新
た
な
展
開
を
示
す
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
と
し
て
、「
場
と
し
て
の

図
書
館
」
の
機
能
を
提
供
す
る
試
み
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
場
」
を
利

用
し
て
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
喚
起
さ
れ
る
と
い
う
事
例
も

存
在
し
て
い
る（

（
（

。
人
々
は
、
図
書
館
へ
必
要
と
す
る
情
報
や
新
た
な
き
っ
か

け
を
探
し
に
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
や
っ
て
来
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
い
う
。

図
書
館
に
は
資
料
と
い
う
媒
体
に
載
せ
ら
れ
た
情
報
が
蓄
積
さ
れ
て
い
て
、

利
用
者
を
通
し
て
知
識
と
社
会
を
つ
な
ぐ
と
い
う
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
利
用
者
の
意
志
や
ニ
ー
ズ
を
た
だ
待
つ
の
で
は
な
く
、
図
書
館
側
が

利
用
者
に
空
間
や
し
か
け
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
同
士
あ
る
い
は
利

用
者
と
図
書
館
（
員
）
と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
図
書
館
を
媒
介
し
て
利
用
者
や
社
会
の
人
々
に
新

た
な
関
係
性
を
生
み
出
す
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
。
以
上
の
よ
う
な
背
景
か

ら
、
図
書
館
が
「
社
会
関
係
資
本
」
を
醸
成
す
る
役
目
を
果
た
す
の
で
は
な

い
か
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
社
会
関
係
資
本
」
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
も
呼
ば
れ
、
稲
葉

に
よ
れ
ば
「
社
会
に
お
け
る
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
定
義
さ
れ

て
い
る（

（
（

。
社
会
資
本
が
道
路
、
河
川
、
公
園
、
鉄
道
、
電
気
、
ガ
ス
等
の
ハ
ー

ド
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
を
意
味
す
る
の
に
対
し
、
社
会
関
係

0

0

資
本
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は
人
間
関
係
や
絆
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
な
社
会
的
財
を
指
す
。
こ
の
概
念
は
、

Putnam

の
著
書
『
孤
独
な
ボ
ウ
リ
ン
グ
』
に
よ
り
一
躍
世
界
的
に
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（
（

。
社
会
関
係
資
本
の
レ
ベ
ル
が
高
い
地
域
で
は
、
治
安

や
教
育
の
状
況
が
よ
く
、
人
々
が
健
康
で
あ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
個
人
が
持
つ
社
会
関
係
資
本
は
明
ら
か
に
目
に
見
え
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
測
定
や
把
握
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
ま
で
に
も
、

図
書
館
利
用
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
性
を
確
認
す
る
試
み
は
見
ら
れ
る
が
、

ま
だ
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
図
書
館
は
資
料
や
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
文

化
や
技
術
の
発
展
に
寄
与
し
、
生
活
の
向
上
の
一
助
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
効
果
を
貨
幣
価
値
に
換
算
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
何
ら
か
の
形
で
図
書
館
の
効
果
を
示
す
こ
と
は
、
非
営
利
と
い
え
ど

も
経
営
上
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
も
し
社
会
関
係
資
本
の
と
の
関
連
が
実
証

さ
れ
れ
ば
、
曖
昧
な
図
書
館
の
価
値
の
裏
付
け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ

う
。本

研
究
で
は
、
特
に
公
共
図
書
館
に
限
定
し
、
図
書
館
が
社
会
関
係
資
本

の
醸
成
に
何
ら
か
の
効
果
を
果
た
す
の
か
、
デ
ー
タ
を
用
い
た
実
証
を
試
み

る
。
な
お
、「
社
会
関
係
資
本
」
は
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
と
表

記
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
双
方
は
同
義
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
社
会
関
係

資
本
と
い
う
用
語
を
用
い
る
が
、
引
用
す
る
場
合
は
出
典
の
記
述
に
従
う
こ

と
と
す
る
。

2
．
先
行
研
究

V
årheim

は
、
公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
の
研
究
の
必
要
性
を
主

張
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
社
会
関
係
資
本
の
創
造
に
お
け
る
公
共
図
書
館

の
制
度
上
の
効
果
と
な
る
点
が
、
少
な
く
と
も
三
点
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
指

摘
が
な
さ
れ
た（

（
（

。
一
つ
目
は
、
図
書
館
が
全
て
の
人
に
向
け
て
行
わ
れ
る
普

遍
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
者

に
と
っ
て
身
近
で
あ
る
場
合
、
普
遍
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
社
会
関
係
資
本

を
生
み
出
す
。
二
つ
目
は
、
公
共
図
書
館
の
建
物
が
公
共
の
場
で
あ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
図
書
館
で
は
、
人
々
は
基
本
的
に
同
等
の
関
係
で
出
会
う
。

こ
れ
は
図
書
館
が
、
組
織
の
社
会
的
な
会
合
の
促
進
や
、
社
会
関
係
資
本
を

生
成
す
る
た
め
に
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
三
つ
目
は
、
図

書
館
が
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
人
々
が
知
識
と
影
響
を
通
し
て
集
う
場
と

な
る
点
で
あ
る
。
公
共
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ク
セ
ス
、
情
報
に
お
け
る
、

平
等
で
普
遍
的
な
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
社
会
関
係
資
本
形
成
の
可
能
性
の
問

題
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

Jhonson

は
、
米
国
の
中
西
部
の
都
市
の
三
つ
の
図
書
館
に
お
い
て
、
図

書
館
利
用
頻
度
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
に
つ
い
て
調
査
と
相
関
分
析
を

行
っ
た（

（
（

。
図
書
館
の
利
用
頻
度
は
、
一
年
間
に
図
書
館
に
訪
れ
る
回
数
を
指
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標
と
し
て
お
り
、
年
に
一
～
五
回
、
年
に
六
～
十
回
、
年
に
十
一
～
二
十
五

回
、
年
に
二
十
五
回
以
上
の
四
段
階
で
質
問
し
て
い
る
。
社
会
関
係
資
本
の

指
標
に
は
、「
信
頼
」「
地
域
社
会
へ
の
関
与
」「
市
民
参
加
」
の
三
つ
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。「
信
頼
」
の
具
体
的
指
標
と
し
て
は
、
人
々
へ
の
信
頼
、

近
隣
の
人
へ
の
信
頼
、
警
官
へ
の
信
頼
、
店
主
へ
の
信
頼
の
四
つ
の
項
目
を

設
定
し
て
い
る
が
、
ど
の
項
目
も
統
計
的
に
有
意
な
値
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

「
地
域
社
会
へ
の
関
与
」
の
指
標
は
、
地
域
社
会
の
企
画
で
の
働
き
、
町
や

学
校
で
の
会
合
へ
の
参
加
、
組
織
の
指
導
者
と
の
懇
意
、
同
好
会
の
会
合
へ

の
参
加
の
四
つ
の
指
標
全
て
に
お
い
て
、
図
書
館
利
用
頻
度
と
有
意
な
正
の

相
関
が
見
ら
れ
た
。「
市
民
参
加
」
の
指
標
は
六
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
市
民

集
会
へ
の
参
加
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
、
慈
善
事
業
へ
の
寄
付
の

三
つ
が
有
意
な
正
の
相
関
を
示
し
、
投
票
登
録
、
政
治
へ
の
関
心
、
礼
拝
へ

の
参
加
の
三
つ
は
有
意
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。Jhonson
は
こ
の
結
果
か
ら
、

図
書
館
利
用
頻
度
が
高
い
人
々
は
、
地
域
社
会
へ
の
関
与
も
高
く
な
る
と
結

論
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
社
会
関
係
資
本
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
く

の
か
を
知
る
に
は
、
利
用
者
や
図
書
館
員
に
対
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
め
、

さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

芦
田
は
、イ
タ
リ
ア
の
二
十
州
に
つ
い
て
、「
社
会
関
係
資
本
」
と
「
読
書
」、

「
図
書
館
利
用
」、「
貸
出
の
比
率
」
と
の
相
関
を
確
認
し
て
お
り
、
そ
こ
に

は
一
定
の
正
の
相
関
関
係
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
読
書
と

社
会
関
係
資
本
と
の
関
連
で
は
、
過
去
一
年
間
に
一
冊
以
上
の
本
を
読
ん
だ

六
歳
以
上
の
割
合
と
社
会
関
係
資
本
指
数
の
散
布
図
を
提
示
し
て
お
り
、
強

い
正
の
相
関
関
係
が
確
認
で
き
る
。
図
書
館
利
用
と
の
関
連
で
は
、
過
去
一

年
間
に
図
書
館
を
一
回
以
上
利
用
し
た
十
一
歳
以
上
の
割
合
と
社
会
関
係
資

本
指
数
の
相
関
が
示
さ
れ
、
外
れ
値
の
二
州
を
除
い
て
強
い
正
の
相
関
が
確

認
さ
れ
た
。
図
書
館
貸
出
の
比
率
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
に
お
い
て
は
、

該
当
す
る
州
で
六
歳
以
上
の
対
象
者
が
直
近
に
読
ん
だ
本
の
入
手
方
法
の
う

ち
、
図
書
館
貸
出
の
占
め
る
割
合
と
社
会
関
係
資
本
指
数
の
変
数
間
で
、
正

の
相
関
関
係
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
デ
ー
タ
か
ら
際
立
っ
て
図
書
館
利
用
が

活
発
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
ト
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ア
ル
ト
・
ア
デ
ィ
ジ
ェ
州
で

は
、
各
自
治
県
に
付
与
さ
れ
た
法
的
・
財
政
的
資
源
を
活
か
し
、
よ
り
魅
力

的
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
の
魅
力
的
な
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
見
解
が
記
さ
れ
て
い
る
。
読
書
、
図
書
館
利
用
、

貸
出
の
比
率
を
公
共
図
書
館
側
の
変
数
と
し
て
採
用
し
て
、
社
会
関
係
資
本

と
の
関
連
を
確
認
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
。
相
関
関
係
は
散
布
図

で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
詳
細
な
分
析
を
行
い
統
計
的
に
有
意
で
あ
る

か
を
検
証
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
で
の
公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
に
着
目
し
た
研
究
事
例
は
、
あ

ま
り
多
く
な
い
。
質
的
な
研
究
に
お
い
て
は
、
久
野
が
図
書
館
の
「
第
三
の

場
（
サ
ー
ド
・
プ
レ
イ
ス
）」
と
し
て
の
機
能
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
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る（
（（
（

。
第
三
の
場
と
は
、O

ldenburg

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
で（

（（
（

、
家
庭
、

職
場
の
他
に
存
在
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
公
共
の
場
で
あ
り
、「
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
居
場
所
」
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
図
書
館
は
、
住
民
の
身
近

に
存
在
し
、
誰
も
が
自
由
に
出
入
り
で
き
る
中
立
で
協
調
的
な
場
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
条
件
を
満
た
す
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
機
能
は
、
社

会
関
係
資
本
の
創
出
・
育
成
に
寄
与
す
る
と
い
う
報
告
も
あ
る（

（（
（

。
久
野
は
大

阪
府
の
高
等
学
校
の
図
書
館
に
お
い
て
、
図
書
館
に
関
わ
り
の
あ
る
学
生
や

司
書
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の

「
第
三
の
場
」
を
創
り
出
し
、
図
書
館
活
動
、
文
化
的
活
動
を
展
開
し
、「
橋

渡
し
型
」
の
社
会
関
係
資
本
を
育
ん
で
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

量
的
な
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
し
た
事
例
と
し
て
は
、
小
林
に
よ
る
都
道

府
県
別
の
公
共
図
書
館
数
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
性
の
探
索
的
分
析
が
挙

げ
ら
れ
る（

（（
（

。
日
本
国
内
の
公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
の
関
係
を
量
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
示
す
、
極
め
て
少
な
い
事
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
人
口

百
万
人
当
た
り
の
図
書
館
数
」
の
効
果
が
、
社
会
関
係
資
本
の
指
標
の
一
つ

で
あ
る
「
一
般
的
信
頼
」
に
統
計
的
に
有
意
な
プ
ラ
ス
の
効
果
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
で
は
、「
公
共
図
書
館
の
数（

（（
（

」
と
「
人
口
」
を
独
立
変
数
と
し

て
重
回
帰
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
共
図
書
館
数
は
設
置
時
期
の

自
治
体
の
財
政
や
運
営
状
況
に
左
右
さ
れ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
社
会

関
係
資
本
を
測
定
し
た
時
期
と
同
時
期
の
自
治
体
の
公
共
図
書
館
の
運
営
状

況
を
測
る
の
で
あ
れ
ば
、
年
度
に
よ
っ
て
変
動
の
あ
る
単
年
度
予
算
や
利
用

者
の
登
録
率
等
を
独
立
変
数
と
し
て
測
定
す
る
方
が
、
そ
の
時
点
の
関
係
性

を
さ
ら
に
正
確
に
把
握
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
社
会
関
係

資
本
の
指
標
と
し
て
「
信
頼
感
」
に
関
す
る
指
標
を
用
い
て
検
証
し
て
い
る

が
、
そ
こ
で
利
用
さ
れ
た
内
閣
府
調
査
で
は
、「
つ
き
あ
い
・
交
流
」
と
「
社

会
参
加
」
の
二
つ
の
要
素
も
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、

信
頼
感
と
は
別
の
角
度
か
ら
社
会
関
係
資
本
を
測
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
を
従
属
変
数
に
設
定
し
た
詳
細
な
分
析
の
余
地
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
か
ら
、
い
く
つ
か
の
課
題
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
ま
ず
は
、
図
書
館
側
の
変
数
に
何
を
採
用
す
る
か
で
あ
る
。
個
人
を

対
象
と
す
る
場
合
は
、
利
用
頻
度
の
他
、
利
用
目
的
、
満
足
度
等
が
考
え
ら

れ
る
。
次
に
、
社
会
関
係
資
本
の
指
標
に
何
を
用
い
る
か
で
あ
る
。
稲
葉
の

定
義
す
る
「
信
頼
・
規
範
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
社
会
関
係
資
本
の
要
素
で

あ
る
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
何
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
の
か
明
確
に
し
た
後
、
測

定
可
能
な
項
目
を
設
定
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。Jhonson

が
行
っ
た
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
を
用
い
た
詳
細
な
確
認
を
日
本
の
事
例
に
も
適
用

し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。そ
し
て
、分
析
に
用
い
る
の
は
、「
個
人
」

な
の
か
自
治
体
等
の
「
構
成
単
位
」
な
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
自
治
体

単
位
の
場
合
は
、
す
で
に
存
在
す
る
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
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使
用
で
き
る
デ
ー
タ
に
制
限
が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
自
治
体
の
政
策
と
の

関
連
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
個
人
の

場
合
は
、
よ
り
利
用
者
の
特
性
に
即
し
た
解
釈
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
芦
田
が
検
討
し
た
よ
う
に
、
図
書
館
利
用
と
強
い
関
わ
り
の
あ
る
「
読

書
」
と
社
会
関
係
資
本
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
見
逃
せ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

読
書
や
就
学
状
況
は
社
会
や
文
化
の
醸
成
度
合
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

上
記
を
ふ
ま
え
て
、
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
の
制
限
を
鑑
み
、
本
稿
で
は
以

下
の
点
に
つ
い
て
検
証
を
行
う
。

1�

．
日
本
の
都
道
府
県
デ
ー
タ
を
も
と
に
、「
公
共
図
書
館
」
と
「
社
会

関
係
資
本
」
の
関
連
の
再
検
討
を
試
み
る
。

2�

．「
読
書
」
と
「
社
会
関
係
資
本
」
の
関
連
に
つ
い
て
日
本
の
状
況
を

確
認
す
る
。

3
．
研
究
方
法

3
．1　

利
用
す
る
デ
ー
タ

今
回
は
、
都
道
府
県
単
位
の
デ
ー
タ
と
個
人
単
位
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
分

析
を
行
う
。
特
に
先
行
研
究
に
挙
げ
た
、Jhonson

、
小
林
、
芦
田
の
分
析

事
例
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
改
め
て
検
討
を
試
み
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
で
あ

る
。社

会
関
係
資
本
の
測
定
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
尺
度
が
利
用
さ
れ

て
き
た（

（（
（

。
本
稿
の
「
1
．
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
関
係
資
本

と
い
う
概
念
は
「
信
頼
」「
規
範
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
三
つ
の
要
素
で
定

義
さ
れ
る
。
社
会
関
係
資
本
の
醸
成
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
測
定
可
能

な
質
問
を
用
意
し
、
最
終
的
に
数
値
化
し
た
指
標
で
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

本
研
究
で
は
、
現
在
公
開
さ
れ
て
お
り
入
手
可
能
な
以
下
の
デ
ー
タ
を
用

い
る
。
社
会
関
係
資
本
の
指
標
と
し
て
は
、
平
成
十
四
年
度
内
閣
府
委
託
調

査
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
：
豊
か
な
人
間
関
係
と
市
民
活
動
の
好

循
環
を
求
め
て（

（（
（

」
に
お
い
て
算
出
さ
れ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
数

と
、
二
〇
一
二
年
に
行
わ
れ
た
「
日
本
版General Social Surveys 

〈JGSS-2012

〉」
の
調
査
結
果
を
用
い
る（

（（
（

。

平
成
十
四
年
度
内
閣
府
委
託
調
査
は
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
年
）
の

一
月
～
三
月
に
か
け
て
郵
送
とW

eb

の
二
つ
の
方
法
で
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
男
女
別
、
年
齢
別
、
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
で
層

化
抽
出
さ
れ
た
二
十
歳
以
上
の
男
女
三
八
〇
〇
人
に
送
付
さ
れ
、
こ
の
う
ち

一
八
七
八
名
か
ら
回
答
が
得
ら
れ
た
。W

eb

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
ア
ン
ケ
ー

ト
サ
イ
ト
に
登
録
し
て
い
る
全
国
一
五
万
人
の
う
ち
二
千
人
の
回
答
が
得
ら

れ
て
い
る
。
質
問
内
容
は
、
双
方
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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「
日
本
版General Social Surveys 

〈JGSS-2012

〉」
は
二
〇
一
二
年

に
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
住
民
基
本
台
帳
を
も
と
に
層
化
二
段
無
作
為

抽
出
法
で
抽
出
さ
れ
た
対
象
者
に
実
施
さ
れ
た
。
対
象
者
は
、
満
二
十
歳
か

ら
八
十
九
歳
ま
で
の
男
女
で
あ
り
、
面
接
調
査
と
留
置
調
査
を
組
み
合
わ
せ

た
形
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
パ
タ
ー
ン
の
調
査
票
が
用
意
さ
れ
、
ア

タ
ッ
ク
数
の
合
計
は
九
〇
〇
〇
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
六
六
七
票
が
有
効
回

収
で
あ
っ
た
。JGSS
は
、
ア
メ
リ
カ
のgeneral social survey

を
範
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
は
二
〇
一
二
年
版
で
九
回
目
の
実
施
と
な
っ
て

い
る
。
日
本
の
社
会
と
人
々
の
意
識
や
行
動
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
主

眼
に
お
い
て
い
る
調
査
で
あ
る
。

前
者
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
理
由
は
、
先
行
研
究
で
も
ふ
れ
た
小
林
の
分
析

を
受
け
て
、
公
共
図
書
館
の
数
以
外
の
変
数
の
効
果
が
無
い
か
を
確
認
す
る

た
め
で
あ
る
。
後
者
を
用
い
る
理
由
は
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
て
入
手
可
能

な
社
会
関
係
資
本
と
読
書
に
つ
い
て
の
質
問
が
存
在
す
る
、
比
較
的
新
し
い

デ
ー
タ
に
よ
る
分
析
を
行
う
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
デ
ー
タ
か
ら
は

個
人
単
位
の
分
析
が
可
能
と
な
る
た
め
、
前
者
で
は
自
治
体
単
位
の
分
析
を
、

後
者
で
は
個
人
単
位
の
分
析
を
と
い
う
よ
う
に
、
双
方
か
ら
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
。

公
共
図
書
館
に
関
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、『
日
本
の
図
書
館
─
統
計
と

名
簿
─
』
よ
り
、
上
に
示
し
た
二
つ
の
デ
ー
タ
の
収
集
年
と
同
年
あ
る
い
は

同
年
度
の
統
計
情
報
を
利
用
す
る
。
こ
の
統
計
と
名
簿
は
、
日
本
図
書
館
協

会
か
ら
毎
年
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
図
書
館
に
関
す
る
デ
ー
タ
と
し
て

一
定
の
信
頼
性
と
継
続
性
を
担
保
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

3
．2　

分
析
に
用
い
る
変
数

3
．2
．1　

‌�

二
〇
〇
二
年
度
の
公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
の

関
連
性
の
確
認

二
〇
〇
二
年
度
の
公
共
図
書
館
の
状
況
と
社
会
関
係
資
本
の
指
標
と
の
関

連
を
分
析
す
る
た
め
に
、
平
成
十
四
年
度
内
閣
府
委
託
調
査
の
「
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
：
豊
か
な
人
間
関
係
と
市
民
活
動
の
好
循
環
を
求
め
て
」

よ
り
、「
つ
き
あ
い
・
交
流
」「
信
頼
」「
社
会
参
加
」
の
三
つ
の
要
素
を
構

成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
別
の
測
定
値
を
従
属
変
数
と
し
て
用
い
る
。

従
属
変
数
と
し
て
扱
っ
た
の
は
、
具
体
的
に
は
表
1
の（
1
）か
ら（
16
）ま
で

の
十
六
の
指
標
で
あ
る
。

一
つ
目
の
「
つ
き
あ
い
・
交
流
」
の
要
素
は
、
近
隣
で
の
つ
き
あ
い
と
社

会
的
な
交
流
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
近
隣
で
の
つ
き
あ
い
は
、
近
所

づ
き
あ
い
の
程
度
と
人
数
で
測
定
さ
れ
て
い
る
。
社
会
的
な
交
流
は
、
友

人
・
知
人
と
の
職
場
外
で
の
つ
き
あ
い
頻
度
、
親
戚
と
の
つ
き
あ
い
頻
度
、

ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
活
動
へ
の
参
加
状
況
の
三
つ
に
よ
り
測
定
さ
れ
て

い
る
。
二
つ
目
の
要
素
で
あ
る
「
信
頼
」
の
要
素
は
、
一
般
的
な
信
頼
度
と
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相
互
信
頼
・
相
互
扶
助
に
分
け
ら
れ
、
相
互
信
頼
・
相
互
扶
助
は
、

近
所
の
人
々
へ
の
信
頼
度
、
友
人
・
知
人
へ
の
信
頼
度
、
親
戚
へ

の
信
頼
度
か
ら
成
る
。
一
般
的
な
信
頼
度
は
、「
信
頼
感
」
と
し

て
社
会
関
係
資
本
の
測
定
指
標
と
し
て
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、
先
の

小
林
の
分
析
で
も
、
従
属
変
数
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
三
つ
目
の
「
社

会
参
加
」
の
要
素
は
、地
縁
的
な
活
動
の
参
加
状
況
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
状
況
、
寄
付
の
状
況
か
ら
計

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、「
つ
き
あ
い
・
交
流
」「
信
頼
」「
社
会

参
加
」
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
指
標
と
、
社
会
関
係
資
本
全
体
を
数

値
化
し
た
統
合
指
標
が
存
在
す
る
。

独
立
変
数
に
は
、『
日
本
の
図
書
館
─
統
計
と
名
簿
─
2‌

0‌

0‌

2
』
よ
り
、「
人
口
千
人
当
た
り
の
図
書
館
数
」、「
人
口
千
人
当

た
り
の
資
料
費
」、「
登
録
率
」、「
人
口
」
を
用
い
た
。
人
口
千
人

当
た
り
の
図
書
館
数
は
、
そ
の
時
々
の
自
治
体
の
図
書
館
へ
の
注

力
状
況
を
随
時
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
小
林
が
「
図
書
館
が
平
等
な
社
会
制
度
と
し
て
存
在
し
て
い

る
と
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
非
利
用
者

も
含
め
た
地
域
レ
ベ
ル
で
の
社
会
関
係
資
本
が
そ
の
地
域
に
お
け

る
図
書
館
の
利
用
可
能
性
と
相
関
し
て
い
る
が
ど
う
か
を
調
べ
る

と
い
う
分
析
も
可
能
だ
ろ
う
」
と
主
張
す
る
よ
う
に（

（（
（

、
図
書
館
と

表 1　ソーシャル・キャピタル指数の項目（平成 14 年度内閣府委託調査）

つきあい・
交流

近隣でのつきあい
（1）近所づきあいの程度

（2）近所づきあいのある人数

社会的な交流

（3）友人・知人との職場外でのつきあいの頻度

（4）親戚とのつきあいの頻度

（5）スポーツ・趣味・娯楽活動への参加状況

（6）つきあい・交流指数

信頼

一般的な信頼度 （7）一般的な信頼度

相互信頼・相互扶助

（8）近所の人々への信頼度

（9）友人・知人への信頼度

（10）親戚への信頼度

（11）信頼指数

社会参加
社会参加

（12）地縁的な活動への参加状況

（13）ボランティア・NPO・市民活動への参加状況

（14）寄付の状況

（15）社会参加指数

（16）統合指数

出所：�平成 14 年度内閣府委託調査「ソーシャル・キャピタル：豊かな人間関係と市民活動の好循環
を求めて

（20）
」のうち、「参考資料 3：図表などの基礎データ」より、「4．各指標の基準化とソーシャ

ル・キャピタル指数の試算結果」をもとに筆者作成
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い
う
存
在
自
体
が
社
会
関
係
資
本
に
何
ら
か
の
効
果
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
仮
定
を
採
用
し
、
投
入
す
る
こ
と
に
し
た
。
次
に
資
料
費
で
あ

る
が
、
本
来
は
図
書
館
全
体
の
予
算
を
投
入
す
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

継
続
的
に
発
表
さ
れ
、
全
て
の
都
道
府
県
の
デ
ー
タ
を
ま
と
め
て
い
る
こ
の

『
日
本
の
図
書
館
─
統
計
と
名
簿
』
に
は
、
全
体
予
算
の
項
目
は
無
く
資
料

費
（
総
計
）
と
資
料
費
（
経
常
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
で
き
る
だ

け
そ
の
時
点
の
図
書
館
の
運
営
状
況
を
示
す
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
た
め
、
臨

時
費
用
を
含
む
資
料
費
（
総
計
）
を
採
用
し
た
。
予
算
は
、
地
域
住
民
に
と
っ

て
身
近
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
市
区
町
村
立
・
広
域
図
書
館
の
資
料
費
の

も
の
を
採
用
し
た
。
登
録
率
は
、
図
書
館
が
そ
の
自
治
体
で
ど
れ
く
ら
い
利

用
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
指
標
の
一
つ
と
考
え
て
、
独
立
変
数
に
加
え
た
。

図
書
館
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
地
域
に
あ
る
効
果
を
も
た
ら

す
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
機
能
が
有
効
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
利
用
を

示
す
指
標
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
図
書
館
に
関
す
る
変
数
と
は

別
に
「
人
口
」
も
独
立
変
数
と
し
て
投
入
し
た
。
小
林
が
分
析
の
中
で
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
関
係
資
本
の
指
数
が
「
都
市
─
地
方
」
と
い
う
次

元
を
反
映
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
都
市
部
で
は
人
々
の
流
動
性
が
高
い
た
め

に
つ
き
合
い
が
地
方
に
比
べ
る
と
盛
ん
で
は
な
く
、
社
会
関
係
資
本
指
数
に

負
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る（

（（
（

。

3
．2
．2　

二
〇
一
二
年
度
の
読
書
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
性
の
確
認

二
〇
一
二
年
度
の
日
本
に
お
け
る
、
読
書
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
性
を

確
認
す
る
た
め
に
、「
日
本
版General Social Surveys 

〈JGSS-2012

〉」

よ
り
、
一
か
月
の
読
書
冊
数
と
信
頼
感
に
関
わ
る
変
数
を
利
用
し
た
。

一
か
月
の
読
書
冊
数
は
、「
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
」「
一
冊
」、「
二
冊
」、「
三

冊
」、「
四
冊
以
上
」
の
五
段
階
で
質
問
し
て
い
る
。
無
回
答
は
欠
損
値
処
理

を
行
っ
た
。
信
頼
感
に
関
わ
る
変
数
の
う
ち
、
一
般
的
信
頼
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
「
人
へ
の
信
頼
」
の
項
目
は
、「
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
信
用
で
き
る
」、

「
た
い
て
い
は
、
信
用
で
き
る
」、「
た
い
て
い
は
、
用
心
し
た
ほ
う
が
よ
い
」、

「
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
用
心
し
た
ほ
う
が
よ
い
」
の
四
段
階
で
質
問
さ
れ
て

い
る
。
無
回
答
は
欠
損
値
と
し
て
処
理
し
た
。
ま
た
、Jhoson

の
論
文
で
も
、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
：
豊
か
な
人
間
関
係
と
市
民
活
動
の
好
循
環

を
求
め
て
」
の
デ
ー
タ
で
も
、
信
頼
感
の
尺
度
に
近
隣
の
人
へ
の
信
頼
の
指

数
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
版General Social Surveys 

〈JGSS-

2012

〉」
に
は
、
類
似
し
た
尺
度
と
し
て
「
近
所
の
人
は
、
お
互
い
を
気
に

か
け
て
い
る
」「
近
所
の
人
は
、
私
が
困
っ
た
ら
手
助
け
し
て
く
れ
る
」
と

い
う
二
つ
の
項
目
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
社
会
関
係
資
本
で
も
、
他
へ
の

信
頼
と
と
も
に
相
互
扶
助
を
示
す
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
変
数

は
、「
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
」「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」「
あ
て
は
ま
る
」「
よ
く
あ
て
は
ま
る
」
の
五
値
で
質
問
さ
れ
て
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い
る
。
無
回
答
は
欠
損
値
と
し
た
。

3
．3　

分
析
方
法

公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
性
の
分
析
に
用
い
る
『
日
本
の
図

書
館
─
統
計
と
名
簿
─
』
と
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
：
豊
か
な
人
間

関
係
と
市
民
活
動
の
好
循
環
を
求
め
て
」
の
デ
ー
タ
を
、
都
道
府
県
別
に
入

力
し
、
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
分
析
に
は
、
統
計
解
析
ソ
フ
ト
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｓ

を
用
い
て
い
る
。
な
お
、
重
回
帰
分
析
に
お
い
て
は
多
重
共
線
性
の
問
題
も

勘
案
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
Ｖ
Ｆ
Ｉ
値
を
出
力
し
検
討
し
た
が
、
多

重
共
線
性
を
疑
う
程
度
の
値
は
出
力
さ
れ
な
か
っ
た
。

読
書
と
社
会
関
係
資
本
の
関
連
性
の
分
析
に
用
い
る
の
は
「
日
本
版

General Social Surveys 

〈JGSS-2012

〉」
の
デ
ー
タ
で
あ
り
、
関
連
の

あ
る
変
数
に
つ
い
て
統
計
解
析
ソ
フ
ト
Ｓ
Ｐ
Ｓ
Ｓ
を
用
い
て
相
関
係
数
を
出

力
し
た
。
係
数
に
は
、
ク
ロ
ス
表
を
作
成
し
た
後
、
順
序
変
数
に
適
応
で
き

る
、K

endall

の
τ
（
ケ
ン
ド
ー
ル
の
タ
ウ
）
を
用
い
た
。

4
．
結
果
と
考
察

4
．1　

‌�

二
〇
〇
二
年
度
の
公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
の

関
係
の
分
析
結
果
と
考
察

『
日
本
の
図
書
館
─
統
計
と
名
簿
─
2‌

0‌

0‌

2
』
の
道
府
県
別
デ
ー
タ
よ

り
、
人
口
千
人
当
た
り
の
図
書
館
数
、
人
口
千
人
当
た
り
の
資
料
費
、
登
録

率
、
人
口
を
独
立
変
数
と
し
、
表
1
で
示
し
た
平
成
十
四
年
度
内
閣
府
委
託

調
査
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
指
数
十
六
項
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ

従
属
変
数
と
し
て
重
回
帰
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
統
計
的
に
有
意
と

な
っ
た
独
立
変
数
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
最
も
多
く
の
従
属
変
数
に
対
し

て
有
意
と
な
っ
た
独
立
変
数
は
、「
人
口
」
で
あ
っ
た
。
人
口
の
標
準
化
係

数
β
は
多
く
の
分
析
結
果
で
マ
イ
ナ
ス
の
数
値
を
と
り
、
人
口
が
多
い
ほ
ど

社
会
関
係
資
本
指
数
が
低
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
小
林
も
指
摘

す
る
よ
う
に
、
人
口
の
多
さ
は
そ
の
地
域
が
都
市
部
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

他
に
比
べ
る
と
人
口
の
流
動
性
が
高
く
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
る
傾
向
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
重
回
帰
分
析
の
結
果
、
人
口
以
外
の
図
書
館
に
関
わ
り
の
あ
る

独
立
変
数
が
有
意
と
な
っ
た
も
の
に
着
目
し
て
い
き
た
い
。
表
3
の
と
お
り
、

（
1
）の
近
所
付
き
合
い
の
程
度
が
従
属
変
数
の
場
合
、
人
口
以
外
に
人
口
千
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人
あ
た
り
図
書
館
数
と
人
口
千
人
あ
た
り
資
料
費
が
有
意

と
な
っ
た
。
図
書
館
数
と
人
口
は
マ
イ
ナ
ス
の
値
と
な
っ

て
お
り
、
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
に
は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
費
は
逆
に
プ
ラ
ス
の
効

果
が
示
さ
れ
た
。

次
に
、
表
4
に
示
す
と
お
り
、（
13
）ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
状
況
に
つ
い
て
重
回
帰
分

析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
人
口
以
外
に
資
料
費
が
有
意
と
な

り
、
資
料
費
は
プ
ラ
ス
の
効
果
を
示
し
た
。
ま
た
、
こ
の

モ
デ
ル
は
調
整
済
み
Ｒ
二
乗
の
値
が
0
．4‌

8‌

9
と
な
っ

て
お
り
、
説
明
力
と
し
て
は
高
い
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

表
3
、
表
4
の
結
果
か
ら
、
ま
ず
、
社
会
関
係
資
本
の

「
つ
き
あ
い
・
交
流
」
の
指
標
う
ち
、
近
所
づ
き
あ
い
の

程
度
に
対
し
て
、
人
口
と
図
書
館
数
（
人
口
千
人
あ
た
り
）

は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が
、
図
書
館
の
資
料
費
（
人
口
千
人

あ
た
り
）
は
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

図
書
館
の
存
在
自
体
が
社
会
関
係
資
本
の
形
成
に
プ
ラ
ス

の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
説
は
、
こ
の
分
析
か
ら
は
導
か

れ
な
か
っ
た
。
人
口
あ
た
り
の
図
書
館
数
が
多
い
都
道
府

表 2　2002 年度のデータを用いた重回帰分析結果

従属変数 有意となった独立変数

（1）近所づきあいの程度
人口千人あたり図書館数（p ＜ 0.1）
人口千人あたり資料費（p ＜ 0.1）
人口（p ＜ 0.01）

（2）近所づきあいのある人数 人口（p ＜ 0.1）

（3）友人・知人との職場外でのつきあいの頻度 無し

（4）親戚とのつきあいの頻度 人口（p ＜ 0.05）

（5）スポーツ・趣味・娯楽活動への参加状況 人口（p ＜ 0.05）

（6）つきあい・交流指数 人口（p ＜ 0.01）

（7）一般的な信頼度 無し

（8）近所の人々への信頼度 無し

（9）友人・知人への信頼度 無し

（10）親戚への信頼度 無し

（11）信頼指数 無し

（12）地縁的な活動への参加状況 人口（p ＜ 0.01）

（13）ボランティア・NPO・市民活動への参加状況 人口千人あたり資料費（p ＜ 0.05）
人口（p ＜ 0.01）

（14）寄付の状況 人口（p ＜ 0.01）

（15）社会参加指数 人口（p ＜ 0.01）

（16）統合指数 人口（p ＜ 0.01）

※（　）内は有意水準
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県
に
規
則
性
も
見
ら
れ
な
い
。
都
道
府
県
ご
と
に
図
書
館
数
の
変
遷
や
状
況

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
人
口
あ
た
り
の
資
料
費
に
つ
い
て
は
、

プ
ラ
ス
の
効
果
と
な
っ
て
い
る
が
、
資
料
費
の
予
算
を
多
く
確
保
す
る
こ
と

が
、
直
接
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
に
影
響
を
与
え
る
と
は
考
え
難
い
。
こ
れ

に
は
、
媒
介
変
数
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
例

え
社
会
関
係
資
本
の
「
つ
き
あ
い
・
交
流
」
と
い
う
よ
う
な
大
ま
か
な
指
標

に
対
し
、
図
書
館
の
資
料
費
予
算
が
プ
ラ
ス
の
効
果
を
与
え
る
結
果
が
出
た

と
し
て
も
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
が
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
の
よ
う
に
、
直

接
的
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
指
摘

で
き
よ
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
社
会
関
係
資
本
の
指
標
が
何
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
細
か
な
確
認
が
必
要
と
な
り
、
直
接
的
な
影
響
が
考

え
難
い
場
合
は
、
他
の
媒
介
変
数
の
影
響
の
可
能
性
を
検
討
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

次
に
、
社
会
関
係
資
本
の
「
社
会
参
加
」
の
指
標
の
う
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
状
況
に
対
し
て
、
人
口
は
マ
イ
ナ
ス
の

効
果
が
、
人
口
あ
た
り
の
資
料
費
は
プ
ラ
ス
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
図
書
館
資
料
費
の
よ
う
に
地
域
施
設

の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
費
用
に
高
い
予
算
を
確
保
す
る
自
治
体
と
い
う
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
市
民
活
動
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
傾

向
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
は
、
図
書
館
の
充
実
が
そ
の
よ
う
な

表 3　「近所づきあいの程度」を従属変数とした重回帰分析

標準化係数
β

図書館数（人口千人当） － 0.294 *

資料費（人口千人当） 0.359 *

登録率 － 0.202

人口（千人） － 0.530 ***

調整済み R2 ＝ 0.157　*p ＜ 0.1　***p ＜ 0.01

表 4　「ボランティア・NPO・市民活動への参加状況」を従属変数とした重回帰分析

標準化係数
β

図書館数（人口千人当） 0.020

資料費（人口千人当） 0.335 **

登録率 － 0.036

人口（千人） － 0.694 ***

調整済み R2 ＝ 0.489　**p ＜ 0.05、***p ＜ 0.01
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活
動
を
盛
り
上
げ
る
可
能
性
も
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
こ
の
結
果
は
、
先
行
研
究
に
示
し
たJhonson

の
結
果（

（（
（

に
類
似

性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
図
書
館
が
地
域
と
住
民
の
関
わ
り
の
中
で
活

用
さ
れ
る
可
能
性
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
寄
与
す
る
可
能
性
、
別
の
何
ら
か

の
要
因
が
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
社
会
関
係
資
本
の
双
方
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を

発
揮
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
は
「
信
頼
感
」
に

対
し
て
の
有
意
な
結
果
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
先
行
研
究
で
は
、「
信
頼
」

の
指
標
が
有
意
と
な
っ
た
例
も
存
在
す
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
検
証
が
期
待

さ
れ
る
。

4
．2　

‌�

二
〇
一
二
年
度
の
読
書
と
社
会
関
係
資
本
に
つ
い
て
の

分
析
結
果
と
考
察

（
1
）
読
書
と
一
般
的
信
頼
の
関
係

「
日
本
版General Social Surveys 〈JGSS-2012
〉」
の
デ
ー
タ
の
う
ち
、

「
読
書
冊
数
」
と
「
人
へ
の
信
頼
」
の
ク
ロ
ス
表
を
作
成
し
、
相
関
係
数
を

出
力
し
た
。
ど
ち
ら
の
変
数
も
順
序
尺
度
で
あ
る
た
め
、
相
関
係
数
に
は

K
endall

の
τ
ｃ
を
用
い
た
。
結
果
は
、
表
5
の
と
お
り
と
な
り
、
有
意
と

は
な
っ
た
も
の
の
、K

endall

の
τ
ｃ
の
値
は
0
．0‌

7‌

9
と
低
い
値
を
示

し
た
。
ク
ロ
ス
表
を
確
認
す
る
と
、
ま
ず
読
書
冊
数
に
対
し
て
「
ほ
と
ん
ど

読
ま
な
い
」
と
回
答
し
た
者
が
全
体
の
約
半
数
と
な
り
、
不
読
傾
向
が
見
ら

表 5　「一か月の読書冊数」と「人への信頼」のクロス表と相関分析

人への信頼

合計
ほとんどの
場合、用心
したほうが
よい

たいてい
は、用心
したほう
がよい

たいてい
は、信用
できる

ほとんど
の場合、
信用でき
る

1 か月の
読書冊数

ほとんど
読まない

度数 190 964 1079 87 2320
％ 8.2％ 41.6％ 46.5％ 3.8％ 100.0％

1 冊程度
度数 55 425 733 53 1266
％ 4.3％ 33.6％ 57.9％ 4.2％ 100.0％

2 冊程度
度数 27 160 290 20 497
％ 5.4％ 32.2％ 58.4％ 4.0％ 100.0％

3 冊程度
度数 9 73 131 13 226
％ 4.0％ 32.3％ 58.0％ 5.8％ 100.0％

4 冊以上
度数 14 104 149 12 279
％ 5.0％ 37.3％ 53.4％ 4.3％ 100.0％

合計
度数 295 1726 2382 185 4588
％ 6.4％ 37.6％ 51.9％ 4.0％ 100.0％

Kendall のτc ＝ 0.079　***p ＜ 0.01
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れ
る
。
読
書
冊
数
の
各
カ
テ
ゴ
リ
に
お
い
て
、
人
へ
の
信
頼
度
の
違
い
を
確

認
す
る
と
、「
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
」
層
は
信
頼
の
度
合
が
他
よ
り
低
い
結

果
と
な
っ
て
い
る
。
一
冊
以
上
読
む
層
に
は
、
お
よ
そ
似
た
よ
う
な
傾
向
が

示
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

芦
田
が
イ
タ
リ
ア
の
州
ご
と
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
行
っ
た
分
析
結
果
で
は
、

読
書
を
す
る
人
々
の
割
合
と
社
会
関
係
資
本
指
標
の
散
布
図
が
示
さ
れ
て
お

り
、
係
数
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
正
の
相
関
関
係
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
今
回
の
結
果
か
ら
は
、
日
本
で
は
個
人
レ
ベ

ル
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
が
、
非
常
に
弱
い
も
の
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

（
2
）
読
書
と
近
隣
状
況
と
の
関
係

次
に
、
こ
の
デ
ー
タ
内
に
、
社
会
関
係
資
本
の
指
標
の
う
ち
近
隣
の
状
況

を
示
す
も
の
と
し
て
、「
近
隣
状
況
：
互
い
に
気
に
か
け
て
い
る
」「
近
隣
状

況
：
手
助
け
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
二
つ
の
項
目
が
あ
り
、
相
互
扶
助
を
示

す
指
標
と
し
て
用
い
た
。
回
答
は
、「
よ
く
あ
て
は
ま
る
」「
あ
て
は
ま
る
」

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」「
あ
て
は
ま
ら
な
い
」「
ま
っ
た
く
あ
て
は
ま
ら

な
い
」
の
五
段
階
で
あ
る
。
無
回
答
は
欠
損
値
処
理
を
行
い
、
こ
の
二
つ
の

指
標
と
「
読
書
冊
数
」
の
相
関
を
確
認
し
た
。

紙
面
の
都
合
上
ク
ロ
ス
表
の
掲
載
は
省
略
す
る
が
、
相
関
を
示
す

K
endall

の
τ
ｂ
の
値
は
、「
読
書
冊
数
」
と
「
近
隣
状
況
：
互
い
に
気
に

か
け
て
い
る
」
の
間
で
0
．0‌

2‌

2
、
ｐ
＝
0
．2‌

2‌

8‌

1
と
な
り
、
有
意
な

結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
様
に
、「
読
書
冊
数
」
と
「
近
隣
状
況
：
手

助
け
し
て
く
れ
る
」
の
間
で
は
、K

endall

の
τ
ｂ
の
値
は
0
．0‌

1‌

2
、

ｐ
＝
0
．5‌

0‌

4
と
有
意
な
結
果
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
読
書
と
近
隣
の
状

況
か
ら
見
る
相
互
扶
助
の
間
に
は
、
今
回
の
分
析
か
ら
は
有
意
な
相
関
関
係

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

先
行
研
究
で
述
べ
た
イ
タ
リ
ア
の
州
ご
と
の
事
例
と
は
異
な
り
、
今
回
使

用
し
た
日
本
の
個
人
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
か
ら
は
、
読
書
と
社
会
関
係
資
本
の

間
に
相
関
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
読
書
に
お
け
る
取
り
組
み
は
、

自
治
体
ご
と
に
多
様
に
計
画
し
実
施
さ
れ
る
た
め
、
自
治
体
単
位
で
比
較
し

た
場
合
、
ま
た
異
な
る
結
果
が
出
る
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
乳

児
を
対
象
に
行
わ
れ
る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
比
較
的
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で

あ
る
が
、
自
治
体
ご
と
の
方
針
で
実
施
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

将
来
の
読
書
状
況
に
何
ら
か
の
効
果
を
与
え
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、

児
童
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
読
書
を
推
進
す
る
自
治
体
、
一
般
成
人
向
け
の

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
る
自
治

体
等
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
サ
ー
ビ
ス
傾
向
が
存
在
す
る
。
今
回
こ
の
分
析

に
用
い
た
デ
ー
タ
は
、
対
象
者
を
都
道
府
県
別
に
グ
ル
ー
プ
化
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
、
今
後
は
個
人
単
位
と
合
わ
せ
て
自
治
体
ご
と
の
分
析
が
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で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

5
．
結
論
と
今
後
の
展
望

本
稿
で
は
、
㈠
日
本
の
都
道
府
県
デ
ー
タ
を
も
と
に
、「
公
共
図
書
館
」

と
「
社
会
関
係
資
本
」
の
関
連
の
再
検
討
を
試
み
る
、
㈡
「
読
書
」
と
「
社

会
関
係
資
本
」
の
関
連
に
つ
い
て
日
本
の
状
況
を
確
認
す
る
、
と
い
う
二
つ

の
大
き
な
目
的
の
も
と
に
分
析
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
㈠
の
「
公
共
図
書
館
」
と
「
社
会
関
係
資
本
」
の
関
連
に
つ
い
て

は
、
重
回
帰
分
析
の
結
果
、
社
会
関
係
資
本
の
指
標
の
う
ち
、
つ
き
あ
い
・

交
流
の
指
標
と
な
る
「
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
」
に
対
し
て
、「
人
口
千
人

あ
た
り
図
書
館
数
」
は
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
、「
人
口
千
人
あ
た
り
資
料
費
」

は
プ
ラ
ス
の
効
果
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
社
会
参
加
の
指

標
と
な
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
」
に
対
し
て

は
、「
人
口
千
人
あ
た
り
資
料
費
」
が
プ
ラ
ス
の
効
果
を
与
え
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
各
都
道
府
県
の
「
人
口
」
は
、
い
ず
れ
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
効
果
が

示
さ
れ
て
い
る
。

注
目
で
き
る
の
は
、「
資
料
費
」
が
与
え
る
影
響
で
あ
る
。
現
在
、
図
書

館
に
対
す
る
予
算
を
ど
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
工
面
す
る
の
か
は
、
各
自
治
体

に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
一
意
に
各
都
道
府
県
の
「
図
書
館
予
算
全
体
」
を

把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今
回
の
分
析
に
は
「
資
料
費
」
を
代
用
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
資
料
費
が
社
会
関
係
資
本
に
対
し
て
、
何
ら
か
の

プ
ラ
ス
の
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
単
純
に
資
料
費
が
多
い

と
、
近
所
づ
き
あ
い
の
程
度
が
高
く
な
っ
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
参

加
が
盛
ん
に
な
っ
た
り
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
は
考
え
に
く
い
。
も
し
あ
る

と
す
れ
ば
、
図
書
館
に
予
算
を
割
く
自
治
体
の
政
策
や
取
り
組
み
方
に
要
因

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
少
し
媒
介
変
数
の
可
能
性
に
着
目
し
、
社

会
関
係
資
本
の
醸
成
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
よ
う
な
モ
デ
ル
の
検
討
が

今
後
の
課
題
と
な
る
。

㈡
の
「
読
書
」
と
「
社
会
関
係
資
本
」
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お

け
る
個
人
単
位
の
デ
ー
タ
の
分
析
で
は
、
有
意
な
相
関
関
係
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
文
化
や
教
育
の
レ
ベ

ル
が
高
い
と
み
な
さ
れ
る
国
や
自
治
体
で
は
、
人
々
の
読
書
傾
向
も
高
ま
る

し
、
社
会
関
係
資
本
も
醸
成
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
、
と
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
だ
が
今
回
の
分
析
か
ら
は
、
そ
の
傾
向
も
示
唆
さ
れ
な
か
っ
た
。
た

だ
し
、
こ
の
分
析
は
個
人
単
位
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
芦
田
の
示
す
イ
タ
リ

ア
の
事
例
の
よ
う
に
、
自
治
体
単
位
で
分
析
を
行
っ
た
検
証
も
必
要
で
あ
る

だ
ろ
う
。

以
上
の
結
論
か
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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1
．
個
人
単
位
で
も
、
自
治
体
単
位
で
も
分
析
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
個

人
へ
の
質
問
紙
の
中
に
は
居
住
地
を
含
め
、
自
治
体
毎
に
グ
ル
ー
プ
化
が
で

き
る
よ
う
な
設
計
を
し
、
分
析
す
る
。

2
．
社
会
関
係
資
本
の
指
標
は
、
で
き
る
た
け
細
か
く
設
定
し
、
社
会
関

係
資
本
の
ど
の
項
目
に
対
し
て
効
果
が
あ
る
の
か
を
検
証
で
き
る
よ
う
に
す

る
。3

．
公
共
図
書
館
の
利
用
と
社
会
関
係
資
本
の
指
標
と
な
る
変
数
を
、
同

じ
質
問
紙
の
中
に
含
め
て
、
同
時
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

4
．
社
会
関
係
資
本
の
醸
成
に
関
係
が
あ
る
と
予
測
さ
れ
る
、
公
共
図
書

館
以
外
の
変
数
も
含
め
、
全
体
的
な
モ
デ
ル
を
概
観
で
き
る
よ
う
な
分
析
を

行
う
。

公
共
図
書
館
と
社
会
関
係
資
本
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
だ
発
展
途
上
に
あ

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
世
界
の
国
々
で
、
少
し
ず
つ
成
果
が
発
表

さ
れ
て
き
て
い
る
段
階
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
公
共
図
書
館
の
存
在

や
利
用
が
、
社
会
関
係
資
本
の
形
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
検
証
す
る
目
的
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
実
際
に
、
本
稿
同
様
に
重
回
帰
分
析
に
よ
る
効
果

や
相
関
係
数
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
量
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
行
わ
れ
て
お
り
、

公
共
図
書
館
が
何
ら
か
の
効
果
を
発
揮
す
る
と
考
え
ら
れ
る
結
果
も
見
ら
れ

る
。

し
か
し
、
そ
の
因
果
関
係
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
明
確
な
結
果
は
ま

だ
確
認
で
き
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
よ
う
な
分
析
で
は
、
因
果
の
方
向
を
検

証
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
さ
ら
な
る
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
質
的

調
査
で
あ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
組
み
合
わ
せ
て
社
会
関
係
資
本
醸
成
の
過
程

を
検
証
す
る
こ
と
や
、
時
系
列
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
様
々
な
変
化
を
確
認
す

る
と
い
う
方
法
も
あ
る
だ
ろ
う
。
量
的
な
分
析
で
あ
れ
ば
、
共
分
散
構
造
分

析
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
得
ら
れ
た
結
果
か
ら
有
意
な
関
連
や
効
果
が
確
認
で
き
な
か
っ
た

と
し
て
も
、
そ
の
結
果
は
無
駄
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
公
共

図
書
館
は
、
伝
統
的
な
資
料
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
活
か
し
つ
つ
、
新
た
な
情
報

拠
点
と
な
っ
て
人
々
や
機
関
を
結
ぶ
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。『
地
域
の

情
報
ハ
ブ
と
し
て
の
図
書
館
（
課
題
解
決
型
の
図
書
館
を
目
指
し
て
）』
の

中
の
要
約
部
分
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る（

（（
（

。

（
以
下
抜
粋
）

高
度
情
報
化
社
会
に
お
い
て
は
、
図
書
館
の
使
命
で
あ
る
情
報
の
体
系

化
・
整
理
と
い
う
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
特
に
、
地
域
に
お
け
る
情
報
基
盤
の
整
備
を
受
け
て
、
地
域
社
会

に
お
け
る
様
々
な
資
料
や
情
報
を
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
の
課
題
解
決
や
そ
の
た
め
の
人
々
の
取
組
へ
の
展
開
を
支
援
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す
る
こ
と
等
、
図
書
館
に
は
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。上

記
の
背
景
に
あ
る
よ
う
な
図
書
館
の
機
能
を
地
域
に
お
い
て
十
分
に
発

揮
し
、
地
域
に
お
け
る
期
待
に
応
え
う
る
充
実
し
た
情
報
提
供
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、公
共
図
書
館
が
ハ
ブ
と
な
っ
て
、地
域
内
の
資
料
、情
報
・

知
識
、
人
、
組
織
、
及
び
資
料
の
図
書
館
相
互
貸
借
等
に
よ
る
多
種
多
様
な

情
報
資
産
を
有
機
的
に
結
合
し
た
「
重
層
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
形
成
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。（
抜
粋
以
上
）

こ
れ
は
、
図
書
館
が
情
報
資
産
を
媒
介
と
し
て
、
人
々
の
社
会
関
係
資
本

形
成
へ
寄
与
す
る
こ
と
へ
の
期
待
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
も

し
、
ま
だ
図
書
館
が
は
っ
き
り
と
し
た
効
果
を
果
た
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
今
後
ど
の
よ
う
な
策
を
講
じ
た
ら
よ
い
の
か
、
検
討
す
る
契
機
と
も
な

り
得
る
。
本
稿
の
課
題
を
念
頭
に
、
今
後
さ
ら
に
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
検

討
を
深
め
て
い
き
た
い
。
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